
 

１　基本目標・施策分野の名称

予　算　額

事業費/年度 令和３年度

説明・コメント -

３　予算・決算の状況 　（単位：千円）

下水道整備率（汚水事業）
88.0%

（令和元年度）
88.4% 88.4% 88.4%

88.7%
（　　　　　）

下水道整備率（雨水事業）
46.0%

（令和元年度）
45.2% 45.2% 45.2%

54.3%
（　　　　　）

6 　便利で快適に暮らせるまち

指標名 現状値
実　績 令和7年度 目標値

（実績値）令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施策分野 5 　下水道

10年後のめざす姿 　下水道施設の整備・維持管理が計画的に実施され、快適な生活環境が確保されています。

２　施策数値指標

施　策　分　野　評　価　シ　ー　ト

都支出金 1,025 187 15,538

令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 159,920 30,415 40,077

国庫支出金 20,500 3,750 310,787

基本目標

29,010

311,893 401,615 591,762

総事業費（計） 493,338 435,967 958,164 0 0

地方債及びその他の特定財源

　（単位：千円）

決　算　額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

20,500 2,000 308,135

都支出金 1,025 100 149,072

一般財源 137,369 45,573

施策の評価（分析）
令和４年度より予算額、決算額が倍増している。要因は、長岡１号幹線雨水整備事業に着手したためである。

地方債及びその他の特定財源 228,038 283,928 445,927

総事業費（計） 386,932 331,601 932,144 0 0

国庫支出金

 



令和７年度

【評価・査定】

令和３年度
安全安心な住民生活の実現に向けた雨水対策のため、長岡１号幹線
布設工事のための実施設計を行った。

浸水対策については、長岡1号幹線の実施設計
が行われたが、安定した下水道経営と同時に、
老朽化に伴う下水道管渠の維持管理及び更新
を実施されたい。

令和４年度
安全安心な住民生活の実現に向けた雨水対策のため、長岡１号幹線
布設工事業務委託契約締結及び地元説明会を行った。

引き続き、長岡１号幹線の布設工事に努められ
るとともに、事業の進捗及び住民に対する周知
を怠らないよう実施されたい。

担当課 下水道課

施策 2 　浸水対策の推進 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

年度 【進捗状況】（主な取組等）

長年課題として認識していた元狭山地域の侵入
水・不明水対策について、調査業務、管きょ等の
工事に着手し、不明水流入減少へつながる成果
があった。一定の評価ができる。また、長岡１号
幹線の敷設工事においては、引き続き計画どお
りに進捗されたい。

令和６年度

令和５年度
安全安心な住民生活の実現に向けた雨水対策のため、長岡１号幹線
布設工事を行った。（発進側：掘進開始し、約70ｍまで完了。到達
側：放流渠部築造を開始。）

殿ヶ谷土地区画整理の事業進捗にあわせて下水道管渠整備を行っ
た。下水道施設の適切な維持管理のため、管渠内清掃、不明水対策
工事及び駒形汚水中継ポンプ場の点検委託を行った。また、駒形汚
水中継ポンプ場の改築計画策定及び３台のポンプ部更新を行った。
下水道事業の財源として、国都補助金、企業債、受益者負担金、下
水道使用料を適切に充当した。一方で、一般会計繰入金に依存して
いる部分もあるため、引き続き縮減に努めていく。また、経費回収率
が93.38％に減少したことから、下水道使用料の改定について検討
する必要がある。

快適な生活環境の確保には、下水道施設の適正
な維持を欠かすことができない。必要な事業を
適切に行っているが、引き続き下水道プラン及
び公共下水道ストックマネジメント計画に基づ
き、快適で安全に暮らせる都市基盤の形成に努
められたい。

令和４年度

下水道管渠整備を殿ケ谷土地区画整理地内及び箱根ケ崎地内で施
工した。また、瑞穂町地域防災計画で指定されている避難所３施設
に計９基のマンホールトイレを設置した。その他、駒形汚水中継ポン
プ場への不明水流入を抑制するため不明水対策工事を行った。
下水道事業の財源として、下水道使用料、企業債、受益者負担金、
国都補助金を適切に充当した。一方で、一般会計繰入金に依存して
いる部分もあるため、引き続き縮減に努めていく。また、経費回収率
が85.57％であったことから、下水道使用料の改定スケジュールを
策定した。

浸水防除、公衆衛生を保つために、下水道事業
の進捗については見えにくいものではあるが、
マンホールトイレの設置など、対策工事を着実
に進めているため一定の評価ができる。

令和５年度

下水道管渠整備を殿ヶ谷土地区画整理地内で施工した。また、瑞穂
町地域防災計画で指定されている避難所2施設に計12基のマン
ホールトイレを設置した。その他、汚水管内への不明水流入を抑制す
るため浸入水調査業務を行った。
下水道事業の財源として、国都補助金、下水道使用料、企業債、受
益者負担金を適切に充当した。一方で、一般会計繰入金に依存して
いる部分もあるため、引き続き縮減に努めていく。また、経費回収率
が90.77％であったことから、令和７年度に改定予定の経営戦略
に、下水道使用料の改定の必要性に関する検証を反映する予定で
ある。

経費回収率が増加していることは、職員の日々
の努力の成果である。また、長年課題と認識し
ていた元狭山地域の侵入水対策について、調査
業務、管きょ等の工事に着手し、不明水流入減
少へつながる成果があった。一定の評価ができ
る。

令和６年度

令和３年度

下水道課

施策 1 　下水道事業の充実 基本構想・重視すべき視点 町の魅力を際立たせる

４　重点施策　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当課

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和７年度



５　個別事務事業概要 （単位：千円）

238,799

事務事業の概要
下水道施設の機能を維持するため、管渠内調査、管渠内補修、管渠内清掃及びポンプ施設の管理を行
う。
管渠内調査は汚水管及び雨水管等を調査し、管渠の破損状況等の把握をする。管渠内清掃は、管渠内
や人孔内に溜まった土砂、汚泥を洗浄車や吸泥車で排除し機能の維持を図る。管渠内補修は、管渠内
調査によって得られた異常箇所の補修を行う。駒形ポンプ場の機能を維持するため、ポンプの運転管
理、施設の維持のためにポンプ設備や電気設備、消防設備等の点検を実施する。

当初予算額 決算額

178,467 129,584

1

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

下水道施設の維持管理
下水道課

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

下水道整備事業 下水道課

1,862,307

事務事業の概要
家庭や工場等から排水される汚水の衛生的処理を実施することで、快適な生活環境の創出、河川など
の公共用水域の水質保全及び生活環境の向上を図る目的で、昭和49年度事業認可を受け実施してい
る。汚水管整備工事では、殿ヶ谷土地区画整理の事業進捗にあわせて下水道管渠布設や、都市計画街
路事業と並行して下水道管渠工事を実施する。また、市街化調整区域内（事業認可内）の整備を実施す
る。雨水管整備工事については、土地区画整理事業や道路事業の雨水管整備にあわせて放流先への幹
線管渠の整備を順次行う。

2

当初予算額 決算額

731,939 757,313

当初予算額 決算額

54,769

事務事業の概要
下水道事業費の財源は、下水道使用料、受益者負担金、国、都の交付金、地方債、一般会計繰入金等
から成り立っている。今後も整備、維持管理等に多額の費用が掛かり、起債及び一般会計繰入金に依
存している。このような状況から下水道事業の長期的なあり方について検討し、財政の一層の安定化、
健全化を図るため、適正な地方債の借入れ、国等からの交付金の確保、下水道使用料改定の検討等が
必要になる。そのため、下水道使用料の収納率の向上、受益者負担金賦課、徴収を行い、財政の安定
化、健全化に努める。

3 健全な下水道経営の推進 下水道課

47,758 45,247

合　計　額 2,155,875958,164 932,144

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり


